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②

　

２
月
２
月
2323
日
（
日
）、
令
和
６
年
度
西
之
表
市
生
涯
学
習
市
民
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
（
日
）、
令
和
６
年
度
西
之
表
市
生
涯
学
習
市
民
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
上
西
小
学
校
の
音
楽
講
師
の
椎
木
彩
菜
さ
ん

　

午
前
の
部
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
上
西
小
学
校
の
音
楽
講
師
の
椎
木
彩
菜
さ
ん

に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
、華
々
し
く
開
幕
し
ま
し
た
。

に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
、華
々
し
く
開
幕
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
開
会
行
事
の
中
で
、
社
会
教
育
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
、
個
人
・

　

ま
ず
、
開
会
行
事
の
中
で
、
社
会
教
育
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃
え
、
個
人
・

団
体
に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
映
画
上
映
会
を
行
い
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
「
怪

団
体
に
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
映
画
上
映
会
を
行
い
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
「
怪

盗
グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン
超
変
身
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

盗
グ
ル
ー
の
ミ
ニ
オ
ン
超
変
身
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
女
性
デ
ュ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
「
花
＊
花
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
ス
タ
ー

　

午
後
の
部
は
、
女
性
デ
ュ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
「
花
＊
花
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ヒ
ッ
ト
曲
を
交
え
た
計
８
曲
を
披
露
し
、
力
強
く
も
美
し
い
歌
声
に
、
会
場
は

ト
し
ま
し
た
。
ヒ
ッ
ト
曲
を
交
え
た
計
８
曲
を
披
露
し
、
力
強
く
も
美
し
い
歌
声
に
、
会
場
は

多
く
の
来
場
者
の
熱
気
に
包
ま
れ
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
来
場
者
の
熱
気
に
包
ま
れ
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

舞
台
・
展
示
発
表
で
は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
１
年
間
の
学
習
や
活
動
の
成

　

舞
台
・
展
示
発
表
で
は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
１
年
間
の
学
習
や
活
動
の
成

果
を
披
露
し
学
び
合
い
、
生
涯
学
習
の
素
晴
ら
し
さ
と
楽
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
声
が
多
く

果
を
披
露
し
学
び
合
い
、
生
涯
学
習
の
素
晴
ら
し
さ
と
楽
し
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
会
館
の
駐
車
場
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ほ
か
、
市
商
工
会
女
性
部
や
Ｊ
Ａ
女

　

ま
た
、
市
民
会
館
の
駐
車
場
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ほ
か
、
市
商
工
会
女
性
部
や
Ｊ
Ａ
女

性
部
、
古
田
校
区
女
性
部
、
福
祉
団
体
な
ど
、
昨
年
に
も
増
し
て
多
く
の
団
体
に
よ
る
物
品
・

性
部
、
古
田
校
区
女
性
部
、
福
祉
団
体
な
ど
、
昨
年
に
も
増
し
て
多
く
の
団
体
に
よ
る
物
品
・

昼
食
販
売
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

昼
食
販
売
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鹿児島県子ども会育成連絡協議会表彰
　川迎（小）子ども会育成会
熊毛地区社会教育関係優良個人表彰
　古澤　勝
熊毛地区社会教育関係優良団体表彰
市民合唱団「コールわかさ」
熊毛地区子ども会育成連絡協議会表彰
　上別縄　成子
西之表市優良地域づくり団体表彰「優秀賞」
　カシミア村咲の会
西之表市社会教育功労賞
　神村　加奈子
西之表市生涯学習奨励賞
榕城小学校鉄砲太鼓隊、鮫島　あい（種子高３年）

西之表市いじめ防止啓発標語コンクール「特選」
　南　舞香（伊関小１年）、平畠　璃星（榕城小２年）
尾野　光希（榕城小３年）、日髙　斗真（下西小４年）
遠藤　愛佳（榕城小５年）、鈴木　太耀（上西小６年）
持田　真吾（種子中１年）、野﨑　梨央（種子中２年）
河本　花永（種子中３年）

各種表彰紹介 ※敬称略（学年は 3月現在）

鹿児鹿児鹿児島県島県島県子ど子ど子ども会も会も会育成育成育成連絡連絡連絡協議協議協議会表会表会表彰彰彰

各各各種種種表表表彰彰彰紹紹紹介介介 ※敬※敬敬称略称略称略（学（学（学年は年は年 3月3月月現在現在現在）））

オープニングオープニング

「花「花＊花」コンサート＊花」コンサート

～  つどい　学び　つながる  ～つどい 学び つながる ～～ つつどい 学び つながるび なが～ つどい 学び つながる ～
令和６年度　西之表市生涯学習市民フェア令和６年度　西之表市生涯学習市民フェア

舞台・展示発表舞台・展示発表
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ま・ち・の・わ・だ・い

③

　

２
月

　

２
月
1515
日日((

土土))

か
ら
か
ら
1919
日日((

水水))

に
か
け
て
、
第

に
か
け
て
、
第
7272
回
県
下
一
周
市
郡
対

回
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

熊
毛
チ
ー
ム

　

熊
毛
チ
ー
ム

は
総
合

は
総
合
99
位
と
な
り
、
Ｃ
ク
ラ
ス
２
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

位
と
な
り
、
Ｃ
ク
ラ
ス
２
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

第

　

第
7070
回
大
会
以
来
の

回
大
会
以
来
の
CC
ク
ラ
ス
優
勝
に
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
１
日
目
９
区
で
寺
田
耕
作
選
手
（
中
種
子
町
役
場
）

ク
ラ
ス
優
勝
に
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
１
日
目
９
区
で
寺
田
耕
作
選
手
（
中
種
子
町
役
場
）

が
区
間
記
録
を
更
新
す
る
走
り
で
区
間
４
位
、
第
３
日
目
６
区
で
山
口
寛
太
郎
選
手
（
鹿
児
島
城
西
高
）
が
区
間
２
位
、
最
終
日
１
区

が
区
間
記
録
を
更
新
す
る
走
り
で
区
間
４
位
、
第
３
日
目
６
区
で
山
口
寛
太
郎
選
手
（
鹿
児
島
城
西
高
）
が
区
間
２
位
、
最
終
日
１
区

で
丹
野
和
馬
選
手
（
指
宿
商
業
高
）
が
区
間
３
位
、
同

で
丹
野
和
馬
選
手
（
指
宿
商
業
高
）
が
区
間
３
位
、
同
1111
区
で
小
倉
恭
平
選
手
（
南
さ
つ
ま
市
消
防
本
部
）
が
区
間
５
位
を
記
録
す
る

区
で
小
倉
恭
平
選
手
（
南
さ
つ
ま
市
消
防
本
部
）
が
区
間
５
位
を
記
録
す
る

な
ど
、選
手
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
、チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
５
日
間
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
は
、

な
ど
、選
手
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
、チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
５
日
間
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
は
、

沿
道
か
ら
出
郷
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
出
郷
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

髙
田
蒼
太
選
手
（
種
子
島
中
学
校
教
諭
）
は
「
多
く
の
方
々
の
応
援
が
力
に
な
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
走
り
き
る
こ
と
が
で
き

　

髙
田
蒼
太
選
手
（
種
子
島
中
学
校
教
諭
）
は
「
多
く
の
方
々
の
応
援
が
力
に
な
り
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
走
り
き
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。
1010
回
出
場
を
熊
毛
の
代
表
と
し
て
達
成
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
次
回
大
会
で
は
「
一
歩
前
へ
」
進
み
、

回
出
場
を
熊
毛
の
代
表
と
し
て
達
成
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
次
回
大
会
で
は
「
一
歩
前
へ
」
進
み
、
CC
ク
ラ
ク
ラ

ス
優
勝
・

ス
優
勝
・
BB
ク
ラ
ス
入
り
を
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
入
り
を
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
72
回
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会　

熊
毛
チ
ー
ム

熊
毛
チ
ー
ム    

ＣＣ
ク
ラ
ス
２
位

　

１
月

　

１
月
2626
日日((

日日))

、
霧
島
市
で
、

、
霧
島
市
で
、

第第
3838
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子

回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
６
区

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
６
区

間
約
間
約
2121
㎞
の
コ
ー
ス
で
県
内
各
地

㎞
の
コ
ー
ス
で
県
内
各
地

区
の
選
手
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

区
の
選
手
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
、
選
手
た
ち
一
人

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
、
選
手
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
、
総

ひ
と
り
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
、
総

合合
1111
位
、
位
、
CC
ク
ラ
ス
３
位
と
い
う

ク
ラ
ス
３
位
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
は
出
郷
者
の
方
々
を

　

沿
道
か
ら
は
出
郷
者
の
方
々
を

は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
声
援

は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
声
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
38
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗

女
子
駅
伝
競
走
大
会

▲西之表市出身選手▲西之表市出身選手

市政の窓2025.4 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

第

　

第
6565
回
種
子
島
地
区
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
２
月
１
日
に
弓
道
競
技
・
剣

回
種
子
島
地
区
武
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
２
月
１
日
に
弓
道
競
技
・
剣

道
競
技
、
２
日
に
空
手
道
競
技
、
９
日
に
柔
道
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
競
技
、
２
日
に
空
手
道
競
技
、
９
日
に
柔
道
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
に
お
い
て
、
選
手
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
、
気
迫
あ
ふ
れ

　

各
競
技
に
お
い
て
、
選
手
は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
、
気
迫
あ
ふ
れ

る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
65
回
種
子
島
地
区
武
道
大
会

〈柔道競技団体〉
小学校

低学年の部
《優勝》黒潮Ａ
《3位》黒潮Ｂ

小学校
中学年の部 《準優勝》黒潮Ａ

小学校
ベストの部 《準優勝》黒潮

一般 《準優勝》西之表市

〈柔道競技個人〉
幼児の部（低年）《準優勝》中村　晃晴

小学１年生の部
《優勝》日髙　桃碧
《準優勝》田代　萌絵
《3位》蓮子　敦都

小学2年生の部《優勝》下江　弘幸《3位》中村　義晴

小学3年生の部《優勝》長瀬　佑哉《3位》日髙　芹虹
小学４年生の部《3位》日髙　苺千香

小学５年生の部《3位》田代　爽馬

中学男子の部《優勝》平　範章《3位》長瀬　龍斗

中学女子の部《準優勝》砂坂　梨華《3位》德永　茉優

〈弓道競技団体〉

学生の部
《優勝》種子島中Ｂ
《準優勝》種子島中Ａ
《3位》種子島高校

一般の部 《3位》西之表市Ｄ

〈弓道競技個人〉

学生近的
《優勝》芝　実乃莉
《準優勝》倉　海理
《3位》伊豆元　波瑠

学生遠的
《優勝》伊豆元　波瑠
《準優勝》上妻　朋花
《3位》竹野　龍眞

一般近的 《準優勝》山下　慎悟

一般遠的 《準優勝》小山田　真之輔
《3位》柳田　千寿

種子島支部長杯《優勝》芝　実乃莉

県連会長杯 《優勝》山下　慎悟

※遠的については開催できなかったため、代替として
　近的にて実施

〈剣道競技団体〉
中学生の部 《優勝》種子島中

一般の部 《準優勝》西之表市

〈剣道競技個人〉
中学男子の部《準優勝》堀　開渡

高校男子の部《準優勝》仁禮　諒磨

〈空手競技個人（組手）〉

幼児の部 《優勝》荒木　歩の実
《準優勝》濱邉　稜星

小学校低学年
女子の部

《優勝》森田　美苺
《準優勝》水口　心香都

小学校低学年
男子の部

《優勝》濵脇　宗佑
《準優勝》野田　明

小学校中学年
男子の部

《優勝》荒木　岳
《準優勝》水口　敬心
《3位》阿世知　瑛大
《3位》濵脇　央一郎

小学校中・高
学年女子の部

《優勝》森田　優美
《準優勝》折口　星空

成年男子
個人の部 《準優勝》古川　真樹

〈空手競技個人（形）〉

幼児の部 《優勝》荒木　歩の実
《準優勝》濱邉　稜星

小学校
低学年の部

《優勝》森田　美苺
《準優勝》濵脇　宗佑
《3位》野田　明
《3位》水口　心香都

小学校中学年
男子の部

《優勝》荒木　岳
《準優勝》水口　敬心
《3位》濵脇　央一郎

小学校中・高
学年女子の部

《優勝》森田　優美
《準優勝》石元　陽向

成年女子の部 《準優勝》大木　千幸

成年男子の部 《優勝》古川　真樹

【大会結果】※本市在住選手のみ、敬称略
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▲上西小学校での贈呈の様子▲上西小学校での贈呈の様子

▲古田小学校▲古田小学校
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⑥

　転出・転入に関する業務　転出・転入に関する業務のの受付時間受付時間をを延長延長しますします

住所変更手続き住所変更手続きはお済みですか？はお済みですか？
マイナンバーカードの継続利用の手続きマイナンバーカードの継続利用の手続き
　他市町村で作成されたマイナンバーカードを転　他市町村で作成されたマイナンバーカードを転
入先で引き続き利用するために必要な手続きです。入先で引き続き利用するために必要な手続きです。
　住所、氏名、生年月日、性別の情報に変更があっ　住所、氏名、生年月日、性別の情報に変更があっ
た場合には、変更があったことを記載する必要がた場合には、変更があったことを記載する必要が
ありますので、ありますので、お手続きの際は、必ず持参してくお手続きの際は、必ず持参してく
ださい。ださい。
　マイナンバーカードの継続利用の手続きは、転　マイナンバーカードの継続利用の手続きは、転
入届時またはその日から入届時またはその日から 90 日以内90 日以内に行ってくだ
さい。（90 日を過ぎるとマイナンさい。（90 日を過ぎるとマイナン
バーカードは失効します）また、手バーカードは失効します）また、手
続きには暗証番号（数字４桁）の入続きには暗証番号（数字４桁）の入
力が必要です。力が必要です。

■問合せ先　市役所市民生活課市民係　☎ 22‐1111内線 301/302市役所市民生活課市民係　☎ 22‐1111内線 301/302

　転勤や入学・卒業など、西之表市から転出される方、西之表市に転入される方など、春は異動により住
所が変わる方が多い時期です。そのため、窓口が混雑し、待ち時間が長くなるなど、ご迷惑をおかけする
ことが予想されます。
　市役所各課では、窓口へお越しの皆様のご負担を少しでも軽減するため、次のとおり転出・転入に関す
る窓口業務の時間を延長します。
　何かと忙しい時期ですが、早めのお手続きをお願いします。

◇延長する課と業務内容

市民生活課

〇住所の異動に関すること
〇各種証明書の発行
〇マイナンバー（個人番号）カード、
離島航空割引カードの交付
〇ゴミ搬出に関すること

福祉事務所 〇児童手当、子ども医療、保育園、障
害者手帳に関すること

水道課 〇水道の使用、停止に関すること

健康保険課 〇国民健康保険、後期高齢者医療保険、
国民年金に関すること

総務課 〇防災ラジオに関すること

教育委員会
学校教育課

〇小、中学校の新１年生の転入・転居
者に関すること

【西之表市内で引っ越す方】
　転居届が必要です。引越し先に住み始めてか
ら 14 日以内に手続きをお願いします。
※引越し前の手続きはできません。

【西之表市外へ引っ越す方】
　転出届が必要です。引越しの当日までに手続
きをお願いします。引越し先では転入届が必要
です。

【西之表市外から西之表市内へ引っ越す方】
　転入届が必要です。西之表市に住み始めてか
ら 14 日以内に手続きをお願いします。

■問■問■問■問■問■■問■問■■■■■

出会いと別れの季節　出会いと別れの季節　異動時期のお手続き異動時期のお手続き

◇市民生活課窓口（延長）時間

日 月 火 水 木 金 土
3月 31日
17：15まで

4月 1日
19：00まで

4月 2日
19：00まで

4月 3日
17：15まで

4月 4日
17：15まで

※受付開始は 8時 30 分から
※窓口が大変混みあうことが予想されます。時間に余裕を持っておこしください。

市政の窓 2025.4 月号



小型特殊自動車・農耕作業用自動車をお持ちの方へ
　フォークリフト等の小型特殊自動車や農耕トラクタ、コンバインなどの乗用装置のある農耕作業用自動
車は、公道走行の有無に関わらず、所有していることで、申告及びナンバープレート取付が法律で義務付
けられています。
　該当車両を新たに取得した方、または、ナンバープレートの交付を受けていない車両を所有している方は、
すみやかに軽自動車税の申告手続きを行い、ナンバープレートの交付を受けてください。
※標識交付申請書等の様式は、西之表市のホームページにも掲載してありますので、ご活用ください。
《小型特殊自動車等の区分》

区分 小型特殊（その他） 小型特殊（農耕作業用）

車両の大きさ
長さ 4.7 ｍ以下 制限なし
幅 1.7 ｍ以下 制限なし
高さ 2.8 ｍ以下 制限なし

総排気量 制限なし 制限なし

最高速度 15ｋｍ /ｈ以下 35ｋｍ /ｈ未満

構造

ショベル・ローダ、タイヤ・ローラ、ロー
ド・ローラ、グレーダ、ロード・スタビ
ライザ、スクレーパ、ロータリ除雪自動
車、アスファルト・フィニッシャ、タイヤ・
ドーザ、モータ・スイーパ、ダンパ、ホイー
ル・ハンマ、ホイール・ブレーカ、フォー
ク・リフト、フォーク・ローダ、ホイール・
クレーン、ストラドル・キャリヤ、ターレッ
ト式構内運搬自動車、自動車の車台が屈
折して操向する構造の自動車、林内作業
車、原野作業車、ホイールキャリア、草
刈作業車、国土交通大臣の指定する構造
のカタピラを有する自動車、国土交通大
臣の指定する特殊な構造を有する自動車

農耕トラクタ、刈取脱穀作業車（コンバ

イン）、農業用薬剤散布車、田植機、農耕

作業用トレーラ、国土交通大臣の指定す

る農耕作業用自動車

※農耕作業を行う能力と乗用装置を兼ね

備えたもの

税額 5,900 円 2,400 円

標識見本

令和４年３月までに交付された標識には「特」「農」の表記はありません。

※小型特殊自動車等のナンバープレートは、軽自動車税を課税するための課税標識であり、公道走行を許
可するものではありません。（例）乗用田植機は、ナンバープレート取付の必要がありますが、公道走行不可。
　公道走行可能なものは、道路運送車両法の保安基準を満たした車両に限られますので、所有する小型特
殊自動車等の公道走行の可否については、各メーカーにお問い合わせください。
《ナンバープレート交付申請に必要なもの》
１．届出者の本人確認書類（運転免許証等）
２．メーカー名、車種、型式、車台番号が分かるもの（契約書、販売証明書、カタログ、現物の写真等）

■問合せ先　市役所税務課市税係☎ 22‐1111内線 229/233

西之表市

特・123
西之表市

農・123
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⑧

【本市と契約している医療機関】
医 療 機 関 住　　所 電 話 番 号 保　険 1日ドック 2日ドック 脳ドック ＰＥＴ

鹿児島市医師会病院 鹿児島市鴨池新町 7‐1 099-206-8381
国　保 ○ ○ × ×
後　期 ○ ○ × -

キラメキテラスヘルスケアホスピタル 鹿児島市高麗町 43‐30 099-203-0709
国　保 ○ × × ×
後　期 ○ × × -

鹿児島徳洲会病院 鹿児島市南栄 5‐10‐51 099-814-7236 国　保 ○ ○ × ×
後　期 〇 × × -

鹿児島厚生連病院健康管理センター 鹿児島市与次郎 1‐13‐1 099-256-1133
国　保 ○ ○ × ×
後　期 ○ ○ × -

鹿児島県民総合保健センター 鹿児島市下伊敷 3‐1‐7 099-220-2622
国　保 ○ ○ × ×
後　期 ○ ○ × -

いづろ今村病院 鹿児島市堀江町 17-1 099-226-5066
国　保 ○ × ○ ×
後　期 ○ × ○ -

南風病院  ※ 鹿児島市長田町 14‐3 099-226-9111
国　保 ○ ○ × ○
後　期 ○ ○ × -

さがらパース通りクリニック 鹿児島市新屋敷町 26‐13 099-239-5366
国　保 ○ × × ○
後　期 ○ × × -

厚地脳神経外科病院 鹿児島市東千石町 4‐13 099-226-1491
国　保 × × ○ ×
後　期 × × ○ -

種子島医療センター 西之表市西之表 7463 0570-09-0960
国　保 ○ × ○ ×
後　期 ○ × ○ -

厚地記念クリニックPET画像診断センター 鹿児島市照国町 12‐1 099-226-8871
国　保 × × × ○
後　期 × × × -

○…受検出来る項目　×…受検出来ない項目

※  後期ドック：80 歳未満
　   国保・後期 2日ドック：宿泊される場合は提携宿泊施設へ宿泊

国民健康保険被保険者・後期高齢者医療保険被保険者の皆様へ

「人間ドック」・「脳ドック」等の助成を行います
■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111内線 311/312

　西之表市国民健康保険及び後期高齢者医療保険で
は、生活習慣病や疾病の早期発見・健康増進を目的
として、「1日人間ドック」、「2日人間ドック」及び「脳
ドック」等の施設利用者に対する助成を行っています。
　契約医療機関は下表の 11機関で、助成の申請受
付は 4月 1日からです。
※医療機関によって予約可能日が異なります。
【対象】
◆国民健康保険…施設利用日において、国民健康保
険加入期間が引き続き 1年以上で、20歳以上の被
保険者の方
◆後期高齢者医療保険…被保険者全員
《注意事項》
①人間ドック、脳ドック、PET 検診（国保のみ）の
いずれか、年度 1回とします。
②国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料の滞納
世帯の被保険者には助成できません。

③年度内に集団健診か個別健診を受ける方につい
ては、助成ができません。（どちらか 1回の補助）
④国民健康保険被保険者及び後期高齢者医療保険
被保険者に対する助成のため、会社の健康保険等
に加入している方は対象となりません。
【助成額】
◆人間ドック  25,000 円（1日・2日ドックとも
金額は同じです。）
◆脳ドック  20,000 円
◆PET検診  25,000円（PET検診は国保のみ助成）
【申請方法】
①医療機関に受検日を予約する。
②保険証、印鑑、身分証明書を持って、市役所健
康保険課の窓口で手続きを行う。
③医療機関で受検する際、②の手続きでもらう利
用券と質問票を提出する。
※受検する前に申請を行わないと助成できません
ので、必ず事前に手続きをお願いします。
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―網戸に補助錠を付ける、ベランダに台になる物を置かないなどの対策を―

窓・ベランダからの子どもの転落事故
ご注意ください！

　子どもが住居などの窓やベランダから転落し、死亡する事故が多く発生しています。
　厚生労働省「人口動態調査」、東京消防庁「救急搬送データ」及び医療機関ネットワーク事業の事故情
報を消費者庁で分析したところ、次のことが分かりましたので、注意が必要です。
　①窓を開けたり、ベランダに出る機会が増えたりする夏頃から転落事故が増加
　②子どもの中でも３～４歳の転落事故が最も多い
　③２階からの転落でも入院が必要な中等症と診断されている事例が多い
　④窓が開いた部屋で子どもだけで遊んでいて発生する事例が多い

転落事故を防止するためのポイント
窓やベランダ周辺の環境づくり
　◆ 窓やベランダの手すり付近に足場になるようなものを置かないようにしましょう。特に、エアコンの   
　室外機の置き場所は工夫しましょう。
　◆ 窓、網戸、ベランダの手すり等に劣化がないかを定期的に点検しましょう。
◆ 子どもが勝手に窓を開けないよう、窓や網戸には、子どもの手の届かない位置に補助錠を付けましょう。

子どもの見守り・子どもの教育
　◆ 子どもだけを家に残して外出しないようにしましょう。
　◆ 窓を開けた部屋やベランダでは子どもだけで遊ばせないようにしましょう。
　◆ 窓枠や出窓に座って遊んだり、窓や網戸に寄りかかったりさせないようにしましょう。

子どもから一瞬たりとも目を離さないことはできず、限界があります。子どもの見守りと合わせて転落事
故が起こらない環境づくりを行いましょう！
「子どもを事故から守る！事故防止ポータル」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/
　　　　　　　　　consumer_safety/child/
■問合せ先　市役所建設課建築住宅係　☎ 22‐1111内線 238■問合せ先　市役所建設課建築住宅係　☎ 22‐1111内線 238
　　　　　　熊毛支庁建設課建築係　☎ 22‐1867　　消費者庁消費者安全課　☎ 03‐3507‐9200　　　　　　熊毛支庁建設課建築係　☎ 22‐1867　　消費者庁消費者安全課　☎ 03‐3507‐9200

出典：政府広報オンライン（https://www.
gov-online.go.jp/useful/article/202107/3.html）

令和 7年５月１日から令和 7年５月１日から
　鹿児島県では令和７年５月１日 ( 木 ) に宅地造成及び特定盛土等規制法（通称「盛土規制法」）に基づく規制　鹿児島県では令和７年５月１日 ( 木 ) に宅地造成及び特定盛土等規制法（通称「盛土規制法」）に基づく規制
区域を指定し、盛土等の許可制度を開始します。区域を指定し、盛土等の許可制度を開始します。

詳しくは鹿児島県HPをご確認ください。詳しくは鹿児島県HPをご確認ください。

盛 土 等 には知事のには知事の許 可 がが 必 要 になりますになります

どんな工事が許可対象なの？
盛土・切土・土石の仮置き
のうち、対象規模に該当するもの
は、許可・届出が必要です。

規制区域はどの範囲？

「県内全域 (※ 1）」
次の規制区域のいずれかに指定
します。

鹿児島県は　　　　　　　　 を

立入禁止立入禁止

土砂の仮置き

切土切土

盛土盛土

盛土・切土元の地形
■宅地造成等工事規制区域
市街地や集落、その周辺など、盛土等が行わ
れれば人家等に危害を及ぼしうるエリア
■特定盛土等規制区域
市街地や集落などから離れているものの、盛土
が行われれば人家等に危害を及ぼしうるエリア

特定盛土等
規制区域

宅地造成等
工事規制区域

※ 1 鹿児島市内は鹿児島市で指定を行います。
各市町村の区域図は鹿児島県HPをご覧ください。

今行っている工事も、これから行う工事も手続きが必要です。今行っている工事も、これから行う工事も手続きが必要です。
５月１日より前に規制対象工
事に着手している方は ▶ ５月 22日

までに
区域指定時着手工事届出
が必要となります。

５月１日以降に
規制対象工事に着手する方は ▶ 許可・届出 が必要となります。

《鹿児島県HPホーム》
↓

《社会基盤》
↓

《建築》
↓

《指導（建築・宅地開発）》
↓

《盛土規制法》

■問合せ先　鹿児島県土木部 監理課 盛土対策室 ☎ 099‐286‐3695　 � morido@pref.kagoshima.lg.jp

過去に行われた盛土等も含めて、土地所
有者等が常に安全な状態に維持する必要
があります。

盛土を安全に保つ責務盛土を安全に保つ責務

「消費者庁　子どもを事故から守る！
　　　　　　　　　　　　公式ツイッター」
https://twitter.com/caa_kodomo
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　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ
　市奨学生であった方が最終学校を卒業後、返還
期間内に本市に住民登録し、引き続き５年間市内
に居住し、かつ、本市で就業していた時は、願い
出により奨学資金の全部または一部の返還を免除
することができます。（返還について滞納のある方、
市税等の滞納のある方、または公務員として採用
された方は対象外）
手続きについては、毎年年度初め（５月までを

期限とする）に、返還猶予の手続き（５年間）を
する必要があります。
　詳しくは、お問い合わせください。

市奨学資金の返還免除について

■問合せ先　市教育委員会教育総務課庶務係
　☎ 22‐1111内線 253

入学祝金を支給します

　市では、次世代を担う子どもの入学を祝うとと
もに子育て世帯の負担軽減を図ることを目的とし
て、市内の小・中学校等に入学した新１年生の保
護者に対し、入学祝金を支給する事業を実施して
います。
　対象世帯には、４月中に支給申請書を送付しま
すので、必要事項を記入の上提出してください。
【提出期限】5月 30日（金）
■提出・問合せ先　市教育委員会教育総務課庶務係
　☎ 22‐1111内線 252

【人権擁護委員について】
　法務大臣からの委嘱業務で、日常の生活の中で
人権尊重思想の普及活動や人権相談を行っており、
５人の委員が委嘱されています。
　○上籠　明 美　　　○竹之内　加奈英
　○日髙　富貴子　　 ○上妻　敏男

　○高石　心平

※委員の任期満了に伴い、年度途中で変更となる
場合があります。
【特設人権相談所について】
　家庭内のもめごとや隣近所とのトラブル、いじ
めや差別などの相談に人権擁護委員が応じます。
　人権擁護委員は相談を受けると、その内容を十
分に聴いた上で、権利を守るために必要な手続き
を助言するなど、それぞれの場合に応じた解決の
手助けをします。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
○令和７年度実施予定日
　６月２日 (月 )、８月６日 (水 )、10月８日 ( 水 )、
１月７日 (水 )
時間：午前 10時から午後３時まで
場所：西之表市民会館３階 302会議室

人権擁護委員をご存知ですか

■問合せ先　市福祉事務所市民総合相談係
　☎ 22‐1113

　一定の要件を満たす国保・後期被保険者が指定
施術所ではり・きゅうの施術を受けるとき、はり・
きゅう受領者証を提示することによって 1回につ
き 600 円の施術料の助成が受けられます。（1年
間に最大 60回まで）
【申請に必要なもの】
・療養を受ける方の保険証または資格確認書
・療養を受ける方及び世帯主の印鑑（認め印可）
・申請に来る方の顔写真付きの身分証明書の原本
（運転免許証等）
・別世帯の方が代理人として手続きに来る場合は、
委任状や世帯主の保険証など、世帯主が代理人を
指定した事実を確認できる書類
【※注意事項】
　国保税及び保険料滞納世帯の被保険者には受領
者証を交付できません。
【助成利用可能な施術所】
○すぎ鍼灸整骨院（☎ 0997-28-3715）
○えんどう鍼灸マッサージ治療院（☎ 090-9138-8206）
○はり、マッサージ・スポーツコンディショニン
グ研明庵（☎ 0997-23-0067）
○千春鍼灸接骨院メディカルサロンたねがしま
（☎ 0997-23-4555）
○村山鍼灸治療院（☎ 070-4394-4049）

はり・きゅう施術料の助成を行います

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係
　☎ 22‐1111内線 311
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■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐9022（直通）

特定健診情報特定健診情報 特定健診に関する情報をお知らせします特定健診に関する情報をお知らせします

毎年、特定健診を受けることで体の変化に気付くことができ、病気の予防につながります。
ぜひ、令和 7年度特定健診の受診をお願いします！

特定健診受診 1 万円分商品券 当選者確定！特定健診受診 1 万円分商品券 当選者確定！

令和 6年度は抽選により　　　　　（特定・後期それぞれ各校区から 1～ 3名）の方が当選！！
ご当選者様へは、当選通知を郵送しています
この取組みは、令和 7年度も実施します

30 名

あなたはどの受け方？あなたはどの受け方？
※ 令和 7年度の対象者には５月中旬から順次、受診券を送付します。

● 保健センターすこやかで
受ける方法

・5月、６月、７月、11 月に実施
します。
※がん検診も同日に受診可能です。
受診希望の場合は事前にお申込く
ださい。

① 集団健診

● 種子島医療センター（要予約）
か百合砂診療所で受ける方法

・都合がいい日に受けることが
できます。
※詳細は５月中旬に送付する受
診券をご確認ください。

② 個別健診

● 人間ドックや職場健診
を受ける場合

・健診結果を健康保険課ま
でご提供ください。
※健診を受けたとみなすこ
とができます。

③ その他（令和 7年 6月
　～令和 8年 1月末）

　全国戦没者追悼式への参列を希望される遺族の方
を募集します。
【期日】令和 7年 8月 15日（金）
※前日からの団体行動になります。
【場所】日本武道館（東京都千代田区）
【対象者】戦没者の遺族、一般戦災死没者（空襲に
より亡くなった方など）の遺族

「令和 7年度全国戦没者追悼式」参列遺族の募集

■問合せ先　市福祉事務所援護係　☎ 22‐1111内線 323・329

【氏名の振り仮名について】
　これまで、氏名の振り仮名は戸籍に記載されてい
ませんでしたが、令和５年６月２日戸籍法の一部改
正を含む「行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律の一部を改正する
法律」が成立し、施行日（令和７年５月２６日）から、
戸籍の記載事項に新たに氏名のフリガナが追加され
ることとなりました。
【本籍地の市町村長からの通知の確認について】
施行日以降、本籍地市町村から、戸籍に記載され

る予定の氏名のフリガナが通知されますので、送付
されましたら、必ず内容の確認をしてください。

戸籍に氏名のフリガナを記載する制度が始まります（令和７年５月２６日～）

■問合せ先　市役所市民生活課市民係　☎ 22‐1111内線 302

※鹿児島県内に住民登録をしている遺族に限る。
※過去に参列したことがない方を優先。
※「次世代への継承」という観点から「18歳未満
の遺族」についても募集します。
【申込期間】5月 1日（木）～ 5月 30日（金）
【募集人員】申込多数の場合は、選考を行います。

【氏名のフリガナの届出について】
　施行日後１年以内に限り、氏名のフリガナの届
出をすることができます。通知されたフリガナが
誤っている場合は必ず届出をしてください。
　届出は、郵送やマイナポータルを利用してオン
ラインで行うこともできます。
通知のフリガナが正しい場合は、届出をしなく

ても、令和８年５月２６日以降に通知のフリガナ
がそのまま戸籍に記載されます。
　詳しくは、市民生活課市民係にお尋ねください。

◀法務省ホームページ
「戸籍にフリガナが記載されます」
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■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
でん粉…160g
熱湯…200㏄
うち粉…1カップ
（でん粉）

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① でん粉を熱湯でこねて、あら熱をとる。
② のべ板の上に、うち粉（でん粉）をし、めん棒でうすくのばし、細かく切る。
③ たっぷりの熱湯で湯でて（うき上がるまで）水の中にひたし洗いあげる。たっぷりの熱湯で湯でて（うき上がるまで）水の中にひたし洗いあげる。
④ だし汁を作り、しいたけや季節の野菜等を入れ、好みの味に整える。④ だし汁を作り、しいたけや季節の野菜等を入れ、好みの味に整える。

「でん粉のうどん」「でん粉のうどん」
第215 弾第 215 弾

~昔からお母さんたちが~昔からお母さんたちが
　　　　　　作っていた郷土料理～　　　　　　作っていた郷土料理～

■問合せ先■問合せ先
　種子島高校　☎２２‐１２７０　種子島高校　☎２２‐１２７０種子高ウインド種子高ウインド

シリーズシリーズ No.4No.4

○初めての参加だったので、とても緊張
しました。大学の方々のお話は興味深く
て、聞き入ってしまいました。中高生の
発表には、未来の種子島をよくするため
の案がたくさんあって、面白いなと思い
ました。発表自体は大きな舞台で、練習
の成果を出すことができてよかったです。
（普通科 2年　原　綾奈）

　3月 1日に開催された種子島シンポジウムでは、「島内・島外の組織活動」、「中学生・高校生・大学生
の探究活動」、「種子島における産官学連携」の三部構成で、各分野における研究、種子島の魅力や未来
について大学、企業、学生の意見発表や質疑応答等がありました。種子高からは 1年生と課題研究を発
表する 2年生が参加し、種子島をアカデミックな視点で捉えるこ
とや課題解決に向けて自分事として考える良い機会となりました。
　課題研究発表では普通科の３班が、「農業アルバイトで種子島の
経済を活性化する」、「種子島茶を世界へ」、「安納芋を全国へ」、そ
して、生物生産科の１班が「バカスを活用した土壌別の生育調査に
ついて」というテーマで発表しました。以下は、発表者の感想です。

○私は未来シンポジウムに参加して、大学や島内の学
校の方々の発表を聞き、私たちでは思いつかなかった
新しい考え方や視点を得ることができ、とても勉強に
なりました。発表は緊張しましたが、原稿を見ずに、
私たちの探究してきたことを伝えることができてよ
かったです。シンポジウムで学んだことを、今後に生
かしていきたいと思います。（普通科2年　植村　優和）

○今回のシンポジウムで、私は大きな感銘を受けました。特
に、古田校区での芝浦工業大学の方々の取り組みは、一人の
島民として恩恵を受けるだけでなく、自分にできることを少
しでも協力するべきだと思いました。発表の方は、直前での
台本の修正、パート分けの変更などありましたが、なんとか
ミスなく終えることができました。ただ、内容の濃さや、明
確な成果がなかったので、これからの活動で何か大きなこと
につなげていきたいです。（普通科 2年　平原　龍之介）

○今回の経験で、種子島の未来を変えることがで
きるのは私たちであることがよく分かった。本
校は、環境や地域の問題について大学と学んで
いるが、誰かのために行動を起こすのではなく、
自分たちが生きていく未来のために小さな一歩
を踏み出すことが重要だと分かった。
（生物生産科 2年　古賀　悠樹）

　今回のシンポジウムで生徒の心に植えられた「種子島のために」という種を大事に育てて、種子島の
未来と生徒の人生を豊かにする花を咲かせてほしいと願っています。

▲▲ HPHP

⑫市政の窓 2025.4 月号



市
長
独
言
№ 96
…
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
14
年
経
っ
た
３
月
11
日
、
市
震
災
対
策
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
多

数
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
私
も
消
防
活
動
服
を
着
て
視
察
し
た
住
吉
校
区

の
高
台
（
標
高
約
10
メ
ー
ト
ル
）
に
は
約
40
人
が
避
難
し
て
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
家
に
タ
オ
ル
（
避
難
済
み
の
印
）
を
掲
げ
て
き
た
？
」

　

消
防
団
長
の
問
い
か
け
に
、
う
な
ず
く
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

夕
闇
迫
る
坂
道
で
足
下
を
電
気
カ
ン
テ
ラ
で
照
ら
し
な
が
ら
、
津
波
を
想
像
し
、
14
年

前
の
長
い
１
日
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
。
私
は
当
時
の
勤
務
先
で
あ
る
新
聞
社
の
出
張

で
東
京
都
世
田
谷
区
に
い
ま
し
た
。
小
田
急
線
の
駅
を
降

り
、
高
架
線
路
沿
い
の
道
を
前
方
か
ら
犬
を
連
れ
て
散
歩

中
の
男
性
が
立
ち
す
く
ん
で
い
る
、
と
思
っ
た
瞬
間
、
グ

ラ
グ
ラ
ッ
と
地
底
か
ら
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
震
度

５
弱
、
震
源
は
何
と
三
百
キ
ロ
以
上
離
れ
た
宮
城
県
沖
。

　

午
後
４
時
前
、
法
務
局
で
の
用
務
を
終
え
て
都
心
ま
で

引
き
返
す
の
に
電
車
は
不
通
、
タ
ク
シ
ー
が
つ
か
ま
ら
な

い
の
で
国
道
２
４
６
号
（
青
山
通
り
）
を
東
へ
歩
き
ま
し

た
。
途
中
、
動
い
て
い
た
バ
ス
に
乗
っ
た
も
の
の
、
歩
く

よ
り
遅
い
の
で
下
車
。
陽
が
落
ち
て
空
腹
と
疲
れ
か
ら
沿

道
の
飲
食
店
で
食
事
。
再
び
歩
き
始
め
、
三
軒
茶
屋
の
交

番
前
に
行
列
し
て
い
る
の
で
尋
ね
る
と
、
泊
ま
る
宿
を
相

談
す
る
「
帰
宅
難
民
」
で
し
た
。
私
は
皇
居
に
近
い
ホ
テ
ル
ま
で
10
キ
ロ
足
ら
ず
。
２
、３

時
間
で
た
ど
り
着
く
は
ず
で
す
。
約
３
キ
ロ
先
の
渋
谷
駅
に
は
地
下
通
路
で
夜
明
か
し
を

覚
悟
し
た
人
々
が
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
下
鉄
が
開
通
し
、
国
会
議
事
堂
前
あ
た
り
で

下
車
し
て
ホ
テ
ル
に
着
い
た
の
は
午
前
１
時
近
く
で
し
た
。

　

翌
日
、
福
岡
に
帰
る
羽
田
空
港
で
離
陸
を
待
つ
午
後
、
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
た
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
水
素
爆
発
が
起
き
、
原
子
炉
「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
」
の
事
態
。

急
き
ょ
帰
福
を
中
止
し
て
東
京
本
社
へ
応
援
に
駆
け
つ
け
、
数
日
延
泊
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
訓
練
で
、
馬
毛
島
に
は
数
千
年
前
の
「
津
波
石
」
が
残
る
と
い
う
記
憶
も
よ
み

が
え
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

津波襲来を想定し高台に避難＝住吉で

令和 7年度集団健診のお知らせ令和 7年度集団健診のお知らせ
健診　※ 1 5大がん検診

令和8年 3月末
時点年齢

国民健康
保険

後期高齢
医療保険 胃がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん 肺がん

20歳～ 39歳 生活習慣病
予防健診 ー ー ー ○ ー ー

40歳～ 74歳 特定健診 長寿健診 ○ ○ ○ ○ ○
75歳以上 ー 長寿健診 ○ ○ ○ ○ ○

日程 5/30（金）～ 6/3（火）〈厚生連健康管理センター〉
7/17（木）～ 7/20（日）〈県民総合保健センター〉

4/13（日）
～ 4/16（水）

5/19（月）
～ 5/25（日）

会場 保健センターすこやか 保健センターすこやか 地区巡回・保健セ
ンターすこやか

対象条件 人間ドック受診者（利用
補助申請者）を除く

40歳以上の
症状のない市民

20歳以上
の症状のな
い女性

40歳以上の
症状のない
女性

40歳以上の
症状のない市民
（結核検診受診
者を除く）

検査内容 身体測定・血圧・採血・
心電図・診察等 バリウム検査 便潜血検査 子宮頸部の細胞診

マンモグラ
フィ検査 胸部X線検査

料金 無料 1,400 円
※ 2

500円
※ 2

1,200 円
※ 2

40歳代※ 2
→ 1,600 円
50歳以上
→ 1,000 円

無料

※ 1　国民健康保険・後期高齢医療保険以外の保険に加入している方は、各保険者にお問い合わせください。
※ 2　令和 7年 4月 1日以降に変更になる場合があります。検診料金は申込者へ送付する各種検診の案内

文書をご確認ください。
⑬ 市政の窓2025.4 月号



■問合せ先　　市役所地域支援課　　☎ 22‐1111内線 215

◆国上校区の空き店舗利活用提案発表会を開催！
　２月 27日（木）、芝浦工業大学建築学科学生による国上校区
の空き店舗利活用提案発表会が国上中央公民館で開催されまし
た。芝浦工業大学と本市は令和２年度に包括連携協定を締結して
おり、芝浦工業大学の研究、取組と観光交流を通じて地域活性化・
地域再生を目指したいとの校区の想いが合致し、開催する運びと
なったものです。
　芝浦工業大学建築学科の学生は 25日に来島し、国上校区を中
心とした観光・歴史・文化資源の視察や地域の方との交流、聴き
取りを通して、観光交流人口の拡大、地元の方々が集える場の設
置など４組から利活用の提案がありました。
　長倉校区長は「どの組も素晴らしい提案で、北部観光の活性化
に活かしたい」と学生たちに感謝を伝えました。
　芝浦工業大学は、今後も持続可能な地域づくりの実現のため、
地域における人と人とのつながりの維持に向けた研究に取り組ん
でいくとのことです

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

▲
自
立
支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

文
責
：
く
ま
げ
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長
兼
就
業
支
援
員　

鎌
田

☎
２
８
‐
３
４
４
５　

F
A
X
２
８
‐
３
４
４
７

　
「
わ
か
ば
プ
ラ
ン
」
と
は
、
運
転
免
許
取
得
を
目
標
と
し
た
、
学
科
の
勉
強
に

　
「
わ
か
ば
プ
ラ
ン
」
と
は
、
運
転
免
許
取
得
を
目
標
と
し
た
、
学
科
の
勉
強
に

自
信
が
な
い
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
法
令
や
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

自
信
が
な
い
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
法
令
や
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
に
教
え
、
ス
ム
ー
ズ
な
免
許
取
得
を
目
指
す
も
の
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方

丁
寧
に
教
え
、
ス
ム
ー
ズ
な
免
許
取
得
を
目
指
す
も
の
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方

の
通
勤
手
段
等
の
課
題
に
対
し
打
開
策
が
見
出
せ
な
い
中
で
、
平
成

の
通
勤
手
段
等
の
課
題
に
対
し
打
開
策
が
見
出
せ
な
い
中
で
、
平
成
2828
年
に
路
線

年
に
路
線

バ
ス
の
半
減
が
あ
っ
た
こ
と
を
大
き
な
契
機
に
、
他
県
の
取
り
組
み
を
参
考
と
し
、

バ
ス
の
半
減
が
あ
っ
た
こ
と
を
大
き
な
契
機
に
、
他
県
の
取
り
組
み
を
参
考
と
し
、

種
子
島
自
動
車
学
校
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
自
立
支
援
協
議
会
で
検
討

種
子
島
自
動
車
学
校
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
自
立
支
援
協
議
会
で
検
討

を
重
ね
、
当
プ
ラ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

を
重
ね
、
当
プ
ラ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
原
付
免
許
を
含
め

　

こ
れ
ま
で
に
原
付
免
許
を
含
め
3838
名
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
お
り
、
金
銭
面
に

名
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
お
り
、
金
銭
面
に

つ
い
て
は
、社
会
福
祉
法
人
豊
山
会
、社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ

つ
い
て
は
、社
会
福
祉
法
人
豊
山
会
、社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ

て
支
え
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

て
支
え
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

当
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
勉
強
会
の
特
典
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

当
プ
ラ
ン
を
利
用
し
た
勉
強
会
の
特
典
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
教
習
の
経
過
を
保
護
者
や
支
援
者
に
報
告

○
教
習
の
経
過
を
保
護
者
や
支
援
者
に
報
告

○
免
許
取
得
後
も
希
望
者
に
は
特
別
講
習
を
無
料
で
実
施

○
免
許
取
得
後
も
希
望
者
に
は
特
別
講
習
を
無
料
で
実
施

○
仮
免
の
受
験
料
が
３
回
ま
で
無
料

○
仮
免
の
受
験
料
が
３
回
ま
で
無
料

○
チ
ケ
ッ
ト
が
多
め
に
つ
い
て
い
る
た
め
、
余
裕
を
も
っ
て
教
習
が
受
け
ら
れ
る

○
チ
ケ
ッ
ト
が
多
め
に
つ
い
て
い
る
た
め
、
余
裕
を
も
っ
て
教
習
が
受
け
ら
れ
る

　

出
勤
の
際
だ
け
で
な
く
、
余
暇
の
充
実
に
も
島
内
で
は
免
許
の
有
無
で
状
況
が

　

出
勤
の
際
だ
け
で
な
く
、
余
暇
の
充
実
に
も
島
内
で
は
免
許
の
有
無
で
状
況
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ご
家
族
を
ド
ラ
イ
ブ
に

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
ご
家
族
を
ド
ラ
イ
ブ
に

連
れ
て
行
け
た
な
ど
の
嬉
し
い
ご
報
告
を
い
た
だ
く

連
れ
て
行
け
た
な
ど
の
嬉
し
い
ご
報
告
を
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
度
に
当
プ
ラ
ン
の
意
義
を
実
感

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
度
に
当
プ
ラ
ン
の
意
義
を
実
感

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
プ
ラ
ン
の
利
用
を

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
プ
ラ
ン
の
利
用
を

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
興
味
の

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
種
子
島
地
区
自
立
支
援
協
議
会
の
ホ
ー

あ
る
方
は
、
種
子
島
地
区
自
立
支
援
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
「
わ
か
ば
プ
ラ
ン
」
を
ご
存
知
で
す
か
？
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№ 266

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
で
は
、
様
々
な
体
験
学
習
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
文
化

な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年
齢
で
交
流
す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
や
規
範
意
識
、
社

会
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
市
内
の
小
学
校
３
〜
６
年
生
で
す
。

令
和
６
年
度
は
、
年
８
回
の
活
動
を
計
画
し
、
合
計
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
様
々
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊　

活
動
報
告

■11/23『旬の食材を使った料理作り‼■11/23『旬の食材を使った料理作り‼
さつま芋やキビナゴをおいしく食べよう』さつま芋やキビナゴをおいしく食べよう』

■1/25『現和校区探検ツアー■1/25『現和校区探検ツアー
歴史や文化・自然にふれよう』歴史や文化・自然にふれよう』

■2/11『親子で黒糖を作ろう‼■2/11『親子で黒糖を作ろう‼
サトウキビから黒糖ができるまでを体験』サトウキビから黒糖ができるまでを体験』

■12/14『ナイトミュージアム■12/14『ナイトミュージアム
夜の鉄砲館探検と星空観察』夜の鉄砲館探検と星空観察』

参加者の感想
「月のクレーターに名前があること
を初めて知った。観察がおもしろく
て夢中になった！」

▲社会教育課では、YouTube チャンネル
を開設しています。ぜひご覧ください。

⑮ 市政の窓2025.4 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金 
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

学生納付特例について

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

購
入
確
定
の
前
に
は
解
約
方
法
も
よ
く
確
認
！

購
入
確
定
の
前
に
は
解
約
方
法
も
よ
く
確
認
！

《
ひ
と
こ
と
助
言
》

◆
定
期
購
入
の
場
合
、
解
約
方
法
が
電
話
だ
け
の
場
合
や
ア
プ
リ
で
の
手
続

き
な
ど
を
指
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
購
入
す
る
際
は
、
解
約
条
件
や

方
法
、
事
業
者
の
連
絡
先
、
定
期
購
入
か
ど
う
か
な
ど
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ネ
ッ
ト
通
販
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ス
マ
ホ
等
の
操
作
に
自
信
が
な
い
方
は
、
事
業
者
が
指
定
す
る
解
約
方
法

を
自
力
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
事
前
に
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

◆
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
か
っ
た
り
、
返
信
が
な
か
な
か
来
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
解
約
の
期
日
ま
で
に
事
業
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
不
安
が
あ
る
場

合
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
の
発
信
履
歴
な
ど
連
絡
し
た
証
拠
を
残
し
、
事
業
者

が
指
定
す
る
手
段
で
解
約
を
申
し
出
よ
う
と
し
た
こ
と
を
、
証
明
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い(
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８)

。

《
事
例
》

　

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
、
定
期
購
入
の
白
髪
染
め
を
申
し
込
ん
だ

つ
も
り
が
、
育
毛
剤
を
申
し
込
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
次
回
以

降
の
解
約
を
し
よ
う
と
何
度
も
業
者
に
電

話
し
て
い
る
が
つ
な
が
ら
な
い
。
変
更
や

一
時
中
止
は
メ
ー
ル
で
で
き
る
が
、
解
約

は
電
話
で
の
連
絡
方
法
し
か
な
い
。
次
回

配
送
予
定
の
２
週
間
前
ま
で
に
解
約
を
申

し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。(

70
歳
代)

【参考】見守り新鮮情報　第 504 号 (2025 年 2 月 6日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　イラスト：黒崎 玄

「もしも」のときに！「もしも」のときに！
申請が遅れると、保障が受けられない場合があります。申請が遅れると、保障が受けられない場合があります。
学生納付特例が承認されますと、学生納付特例期間中にケガや病気で障害が残った学生納付特例が承認されますと、学生納付特例期間中にケガや病気で障害が残った
または死亡した場合、障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられます。または死亡した場合、障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられます。

安心！

手続きが簡単です！手続きが簡単です！
申請書に学生証のコピーを添付して提出するだけ。申請書に学生証のコピーを添付して提出するだけ。
20歳になれば、2週間程度で「国民年金加入のお知らせ」や学生納付特例制度の20歳になれば、2週間程度で「国民年金加入のお知らせ」や学生納付特例制度の
申請書などが届きます。申請書などが届きます。

簡単！

在学予定の記入で翌年度が便利に！在学予定の記入で翌年度が便利に！
次回からは、申請書ハガキに必要事項を記入し、提出するだけ。次回からは、申請書ハガキに必要事項を記入し、提出するだけ。
初めて申請する際、翌年度以降も在学予定の方は「在学予定期間」を記入されると、初めて申請する際、翌年度以降も在学予定の方は「在学予定期間」を記入されると、
次回（翌年度）からは「申請書ハガキ」と「手続きのお知らせ」をお送りします。次回（翌年度）からは「申請書ハガキ」と「手続きのお知らせ」をお送りします。

便利！

マイナポータルから学生納付特例申請ができます！
スマホ、マイナンバーカード、学生証スマホ、マイナンバーカード、学生証があればがあればいつでもどこでも申請いつでもどこでも申請できます！できます！
処理状況処理状況もも申請結果申請結果も確認できます！も確認できます！

　20歳以上の学生（大学（大学院・短期大学を含む）や専門学校、夜間学校、
通信制の学校等）で、所得が少なく保険料を納めることが困難な場合、
ご本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。
　詳しくはHPをご覧ください。

納付が困難なときに！

◀日本年金
　機構HP

⑯市政の窓 2025.4 月号



宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

（
記
事
の
内
容
は
３
月
５
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

～家族介護者交流教室「ひなたぼっこ」について～

Ｔ
Ｒ
‐
Ⅰ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
が

34
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
場
跡
の
Ｔ
Ｒ
‐
Ⅰ
Ａ

ラ
ン
チ
ャ
に
つ
い
て
、
ラ
ン
チ
ャ

と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
後
は
展

示
物
と
し
て
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

安
全
上
の
理
由
か
ら
や
む
を
得
ず

撤
去
作
業
を
行
い
、
34
年
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　高齢者等を介護している家族や援助者が集い、介護方法や介護者の健康づくりなど、介護に役立つ知識
を学んだり、介護者同士が交流したりできる場所です。
　地域包括支援センターでは、参加者の要望も踏まえて、様々なテーマで講師を迎え、教室を開催してい
ます。介護者のちょっとした息抜きや介護が少し楽になるポイントなどを学びに来ませんか？
　皆さんの参加をお待ちしています。

ロケットランチャの
撤去作業の様子

　

Ｔ
Ｒ
‐
Ⅰ
Ａ
型
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

１
９
９
１
年
の
初
号
機
打
上
げ
か

ら
１
９
９
８
年
の
７
号
機
打
上
げ

ま
で
活
躍
し
ま
し
た
。宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
時
代
の
本
格
的
な
宇
宙
環

境
利
用
に
備
え
る
た
め
、
技
術
開

発
な
ど
の
た
め
の
微
小
重
力
実
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
チ
ャ
の
撤
去
作
業
に
先
駆

け
て
３
次
元
測
量
デ
ー
タ
を
取
得

し
て
お
り
、
将
来
的
に
デ
ジ
タ
ル

リ
フ
ト
オ
フ
シ
ア
タ
ー
に

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
が
登
場
し
ま
す
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
演
出
装
置

「
リ
フ
ト
オ
フ
シ
ア
タ
ー
」
は
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
射
点
の
間
近

で
見
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感
た
っ

ぷ
り
の
演
出
で
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
、
Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
だ
け

で
し
た
が
、
３
月
末
か
ら
新
た
に

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
が
登
場
予
定
で
す
！

　

ぜ
ひ
来
館
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！

開催日時：年 4回（R6年度は、5月・8月・11月・１月に開催）
内　　容：介護者同士の交流・リフレッシュ体操・タクティールケア
　　　　　福祉用具の選び方・使い方
　　　　　調理実習～手間をかけずに栄養たっぷりのコツ～
　　　　　介護実習～安心・安楽な排泄介助・オムツ選びのポイント～

遺
構
と
し
て
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ＴＲ -I Ａロケット 3号機
打上げの様子
(1993/09/17)

リフトオフシアター
で見る打上げ映像

⑰ 市政の窓2025.4 月号



　

防
災
ラ
ジ
オ
の

放
送
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す▲配信履歴一覧

はこちらから

▲市ホームページからは
　こちらのバナーが目印

戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
1
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

長
野　

友
喜

横
山

長
野　

忍

新
福　

敏
泰

松
畠

新
福　

紀
子

若
林　

昭
一
郎
上
石
寺

若
林　

ケ
イ
子

梶
原　

ひ
ろ
み
本
立

梶
原　

知
信

牛
嶋　

寛
人

朝
日
が
丘

牛
嶋　

由
生

竹
中　

智
恵
子
榕
城
中
目

竹
中　

キ
ミ
コ

栁　

幸
治

美
浜
町

栁　

佐
和
子

荒
河　

ミ
ツ
子
浜
脇

荒
河　

守

髙
石　

浩
德

国
上
中
目

髙
石　

イ
ツ
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
3
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
3
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

遠
矢　

か
の
ん

女

哲
太
郎
美
穂

野
首

福
森　

心こ
は
る陽

女

啓
人

あ
す
か

霧
島
市

白
坂　

俐り

つ弦

男

大
智

愛
加

松
畠

渡
邊　

心み

こ瑚

女

喬
志

美
和

朝
日
が
丘

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

前
田　

菊
江

86

松
畠

濱
松　

次
右
衞
門

97

浦
田

平
原　
　

弘

80

大
崎

長
瀬　

平
助

91

塰
泊

秋
山　

多
喜
子

92

花
里
崎

上
山　

マ
サ
子

90

古
田
上
之
町

上
妻　

ヤ
ス

96

深
川

山
元　

勝
實

88

横
山

中
川　

俊
治

84

松
畠

平
原　

文
雄

94

大
崎

池
口　

エ
ミ
子

92

中
西

小
倉　

浩
俊

57

現
和
上
之
町

山
口　

濱
子

88

野
首

　

合　

政
信

95

安
城
上
之
町

伊
藤　

義
松

100

鴨
女
町

坂
中　

ノ
ブ
コ

97

塰
泊

山
口　

タ
ミ
子

89

東
町

太
皷　

勲

85

松
畠

沖
田　

實
義

93

沖
ケ
浜
田

河
内　

ミ
チ

91

寺
之
門

牧　

胤
貫

86

小
牧

中
村　

艶
子

83

久
保
田

　

市
政
の
窓
３
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
13
ペ
ー
ジ
「
市
長
独
言
」　

本
文
22
行
目

　
（
誤
）「
太
田
屋
」

　
（
正
）「
太
田
家
」

上
妻　

義
人

73

榕
城
中
目

榎
本　

文
雄

80

庄
司
浦

小
倉　

サ
チ
子

94

野
木
平

宇
辰　

政
俊

86

浦
田

餅
田　

道
男

89

浜
脇

水
口　

繁
代

77

国
上
中
目

※本ページの住所欄については、届出のあった住所を記載しています。

西之表市防災情報システム

防災ラジオ配信履歴一覧
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ア
ザ
レ
ア
の
か
た
い
蕾
が
綻
び
て
紅
の
笑
顔
の
覗
く
玄
関

異
空
間
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
太
古
へ
と
ヘ
ゴ
の
群
落
未
来
に
続
け

今
は
亡
き
友
の
短
歌
が
薬
屋
の
壁
に
飾
ら
れ
姿
浮
か
び
ぬ

如
月
の
ま
だ
ま
だ
寒
き
晴
れ
た
日
に
春
の
お
と
ず
れ
菜
の
花
の
咲
く

大
根
の
皮
も
夕ゆ

う
げ餉
の
き
ん
ぴ
ら
に
「
勿
体
な
い
」
が
一
皿
と
な
る

み
か
ん
山
枝
先
ま
で
も
鈴
な
り
で
「
ア
バ
ヨ
、
ア
バ
ヨ
、
マ
」
見
事
な
こ
と

卒
寿
と
う
思
い
も
よ
ら
ぬ
年
波
を
神
に
生
か
さ
れ
今
日
ま
で
来
し
や

石
崎
の
よ
ど
み
に
憩
う
春は

る
が
も
ぐ
ん

鴨
群
北ほ

っ
き
こ
う
た
び

帰
行
旅
夢
と
ロ
マ
ン
か

愛
猫
余
命
感
じ
て
姿
消
す
幸
せ
だ
っ
た
あ
り
が
と
う
ネ
と

ぜ
ん
ざ
い
を
す
す
り
て
思
い
浮
か
ぶ
の
は
火
鉢
に
か
け
し
餅
入
り
の
鍋

足
ば
や
に
歩
き
お
る
か
せ
靴
の
音
後
を
お
い
か
け
北
風
の
吹
く

夜
の
庭
を
過
ぎ
ゆ
く
冬
の
風
寒
し
雲
は
流
れ
る
月
を
な
で
つ
つ

西に

し風
吹
け
ば
馬ま

げ
毛
島
の
哀
し
み
届
き
た
る
母
な
る
島
へ
砂
塵
と
な
り
て

小
鳥
達
ま
と
ま
ら
な
い
か
話
し
合
い
サ
ザ
ン
カ
の
花
見
守
り
中

時
め
ぐ
り
春
を
さ
さ
や
く
小
鳥
か
な

春
近
し
た
ん
ぽ
ぽ
見
つ
け
嬉
し
く
て

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

榕
城
中
目
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

南
種
子
町
・
立
石　

洋
子

小
牧
・
田
上　

容
正

宮
崎
県
・
長
友　

幸
憲

横
山
・
中
目　

健
一
郎

東
町
・
日
髙　

房
子

中
西
・
宮
村　

の
し
子

本
立
・
吉
永　

タ
ツ
子

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

が
じ
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［火　災］
出火件数　5件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　60件
うち急病　40件

2月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   2 件
死 者　   1 人
負 傷 者　   1 人

3月 10日現在
（R7年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,534 3,811 7,345 3,995
上西 231 245 476 274
下西 1,093 1,001 2,094 1,223
国上 435 456 891 529
伊関 169 183 352 215
安納 163 168 331 187
現和 503 527 1,030 612
安城 140 125 265 154
立山 47 40 87 53
中割 33 29 62 45
古田 160 182 342 189
住吉 373 418 791 471

［校区別］

［人口］
全体 14,066 人（ ‐ 17）
男性 6,881 人（ ‐ 9）
女性 7,185 人（ ‐ 8）
［世帯数］
7,947 世帯（ ‐ 5）
（　）内の数字は前月比

2月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【2月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 1,323 72 1,896 343
葉茎菜
　　類 755 214 2,222 575

果菜類 478 95 1,288 453
その他 3,114 771 1,904 570
小 計 5,670 1,152 7,310 1,941

果
物
類

かん
きつ類 1,107 471 760 122

果瓜類 0 0 0 0
その他 486 754 213 68
小 計 1,593 1,225 973 190

鳥 卵・　　
加 工 品 等 84 23 467 277

花　類 2,180
本 155 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
16トン

7トン
（44％）

9トン
（56％）

取引額
497万円

256万円
（52％）

241万円
（48％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《４月の休み》
2日・6日・9日・13日・16日・20日・
23日・27日・29日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

4 月 当番スタンド

6日 ㈱三栄石油商会（天神町）

13日 種子島石油㈱（鴨女町）

20日 ㈱有馬石油店（西町）

27日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

土地・建物の
売却公募のご案内

●名 称 等：南種子社有地（建物込）
　　　　　　赤尾木山崎2121-1,3、2123-2　
●土地面積：宅　地　1,108.68㎡
　　　　　　雑種地　2,112.0 ㎡
●建物面積：事務所　64.2 ㎥
　　　　　　倉　庫　91.0 ㎥
●建 築 年：昭和61年（1986年）
●構　　造：コンクリートブロック造（事務所）
　　　　　　鉄骨造スレート瓦葺（倉庫）

【お問い合わせ先】
新光糖業株式会社　管理部
〒891－3604
鹿児島県熊毛郡中種子町野間11033
ＴＥＬ：0997－27－1260
　　　 （平日：９時～16時）
ＦＡＸ：0997－27－2475
E-mail：yousuke.motono@shinko-sugar.co.jp

外観写真 周辺地図

ココ

●GSヤマト運輸
南種子営業所●

国道58

●

至中種子

⑲ 市政の窓2025.4 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

TEL0997-23-4111（代）

とくし丸=篤志丸
篤志=志のあついこと。
特に、社会事業や公共の福祉
などに熱心に協力すること。
また、その心や、そのさま。

少しでも興味のある方。詳しくは

ご説明しますのでお気軽にお問い

合わせください。
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お買い求めはお近くの
販売店さんで。

・お酒は二十歳になってから
・飲酒運転はやめましょう

https://takasakishuzo.online
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紙パック
好評発売中
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